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北海道浜中町霧多布におけるエトピリカの生態と生息数変動

片岡義度’・水野政巳２
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エトピリカＬ”dacj城αｍは北太平洋一帯に分布し，北海道厚岸町から同根室市の太平洋

岸は，アジア側南限の生息・繁殖地として知られ（Wehlel980，近藤ほか1986)，1996年の

調査では26個体が観察されている（中村ほか1996)．エトピリカは離島の断崖で繁殖する場

合が多く（Vermeerl979)，国内では定常的な観察に適した場所がほとんどない．さらに，

国内に生息するエトピリカの個体数が少ないうえに，繁殖期には巣穴前の地面や付近の海上

など，視認できる場所に留まる時間が限られることから，観察が困難であり，国内ではその

生態や正確な個体数動態はほとんど解明されていなかづた．

特に近年，北海道のエトピリカ生息数が激減し，絶滅危慎種と指定されるまでになった

(小城1995)．そこで，世界的にはエトピリカの分布・繁殖の南限として，国内的には唯一

の分布・繁殖地として重要な北海道東部太平洋岸において，生息数動向を正確に把握すると

ともに生態に関する知見をより多く集種し，有効かつ合理的な保護対策を構築することは急

務の課題となっている．

北海道浜中町霧多布は，国内で唯一，繁殖期のエトピリカを陸上から定常的に観察できる

場所である．この利点を生かして詳細にエトピリカの調査を行ない，ほかの地域も含めた保

護対策に対して，具体的な提案ができるような成果を上げる必要性がある．そこで，当地に

おいて1984年から15年間にわたって調査と観察を行ない，繁殖生態や生息数の変動等につ

いての知見を得たので報告する．

調査方法

浜中町霧多布のピリカ岩（通称）と小島に営巣が推定されたため，両者とそれらの周辺海

域で調査を行なった（図１)．ピリカ岩は，観察点である湯沸岬先端から北方に約２０ｍ離れ

たところにあり，海面に接する下部は南北約２５ｍ，東西約１０ｍの大きさである．頂上部の

標高は約１５ｍで，海面から約１０ｍまではレキ岩を主体とする岩質が急峻な傾斜をなしてお

り，その上部に，テンキグサＥＸＷ'@恋沈0"isにおおわれた段状の土質部があって一部土質が
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露出していた（図２)．観察点からの距離が近いことから，各巣穴ごとのエトピリカの出入り

時の行動や付近の海面での行動が明確に視認された．小島は，陸上からの観察点としたアゼ

チ岬の南西約500ｍにあり，下部は南北約75ｍ，東西約170ｍの大きさで，西側には小規模

な砂浜があった．頂上部の標高は約40ｍで，海面から約20～３５ｍまではレキ岩を主体とす
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Fig.２．SchematicdiagramofPirikaJwa(Pirika

Rock)ineastemHokkaidofiFomwestside(A）

andeastside（B)．ＨＲ:Grass（hairgrass）
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Fig.３．SchematicdiagramofKozima（Kozima

lsland）ineastemHokkaido、Alateralview

fromsouthside(A)andverticalview(B)．ＨＲ：

Grass（hairgrass）regiononsoil，ＣＲ：

ConglomelRaticrock,ＳＢ:Sandbeach



３

る岩質の崖であり，その上部に，テンキグサにおおわれた比較的なだらかな傾斜の土質部が

あって一部土質が露出していた（図３)．ピリカ岩と小島の両方とも，海面からの高さ１０ｍ

以上の所に土質部があって草本がみられ，エトピリカが好んで繁殖する地形（Vermeerl979）

の条件を備えていた．

観察は陸上の観察点から，いずれも早朝から夕方のあいだに行ない，７倍もしくは８倍の

双眼鏡，あるいは25倍もしくは38倍の望遠鏡をもちいた．４月下旬から９月上旬にかけて

は，霧など悪天候の日を除く約９０日間，それ以外の時期には週あたり３日前後の頻度で観

察を行なった．ピリカ岩の個体では，飛来数，巣穴の使用状況，繁殖状況などについて観察

し，小島の個体では，飛来数，繁殖状況，海面上の行動などを観察した．行動等について

は，目視観察のほかに，必要に応じ，800ｍｍの望遠レンズ等をもちいた写真撮影やビデオ

映像収録も行ない，持ち帰り後解析した．1995年以前の観察で，エトピリカが小島周辺の海

上に遊泳していることが多く観察され，その分布に偏りがあることが推定されたため，１９９６

年には，小島周辺海上の遊泳中エトピリカの分布頻度を調べた．４月（８日間）と５月（２２

日間)，６月（２１日間)，７月（１８日間)，８月（１２日間）の午前５時から１１時のあいだの１

日平均約３時間，アゼチの岬の観察点から観察された海上のエトピリカの位置を記録し，エ

トピリカが観察されたのべ時間合計のうちの各位置に遊泳した時間で分布頻度を計算した．

また，小島では，1995年７月と1996年８月．1997年７月に，上陸して営巣状況の調査を行

なった．

今回のエトピリカ観察では，巣の中で抱卵中の親鳥あるいはヒナの姿を直接確認していな

い．このため，観察されたつがいで，巣材運びや交尾を行ない，巣穴に交代で出入りして常

に一方が巣の中で抱卵等していると考えられるものを繁殖しているつがいとした．

結果および考察

1.巣穴の場所と形状

1985年のピリカ岩には，エトピリカが使用中の４巣があり，岩質部の亀裂につくられてい

た１巣以外，いずれも土質部に掘られた穴だった．上部の土質部分の一部にエトピリカが使

用中の巣穴と似た形状の穴が９個あり（図２)，いずれも土質部分にある横穴で，岩の立地

条件上，ほ乳類の生息や一時的な上陸もあり得ず，ほ乳類により掘られた可能性はない．こ

のような巣穴を掘るとされる鳥類にはウトウα”戒伽”"”ocem虹がいるが，当地での繁

殖は少なくとも1970年代から確認されていない（中田千佳夫私信)．したがって，古巣はエ

トピリカのものと推定された．岩質部の亀裂にあった巣穴以外では，近くにやや平坦な場所

(テラス）があった（図４)．営巣中には，巣穴から出てテラス上に立つエトピリカが観察さ

れた．巣穴はほとんど横穴だったが，使用中の巣のうち１巣（Ｃ）は縦穴であり，ここにエ

トピリカが入るのはみられず，出ていく姿だけが観察された．したがって，この穴は巣の出

口用であり，観察地点から視認不能な北側に入り口があるものと推定された．

小島では，エトピリカの巣のある場所は，陸上観察点であるアゼチ岬からもみえない方向
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Fig.４．Nestsof'InftedPUfnnsinPirikaPIwa

NestA:Theburrowdugintothesoil・

NestB:Ｔｈｅｂｕｒｍｗｗａｓａｐｉｔａｎｄｄｕｇｉｎｓｏｉｌ・Thevisibleopeningwasfbrtheexitandtheentrance

seemedtobeintheopposite(invisible)sideofPirika-Iwa・

NestC:Theburrowwasdugintothesoil､ＡＮ:Abandonednest、
NestD:Ａcreviceofrockwasusedastheburroｗ、

にあり，また，海上からも，小島に上陸して歩行できる範囲でも巣穴そのものはみえない位

置にあった．アゼチ岬からおよび上陸調査時に観察された巣の出入り時の飛行コースからす

ると，各番とも島の東側の，海面から約３０ｍの土質部付近にかたまって営巣していると推

定された．1995年７月２２日の上陸調査では，外海に面した同所に，魚をくわえた１羽が飛

込み，その２分後に１羽が出て沖合に飛んで行くのが観察された．さらに非繁殖つがいが何

回も近くを旋回し，繁殖つがいの飛込んだ位置から数ｍ離れた所に飛込むのが２回みられた．

2.繁殖数の変動

ピリカ岩では，1985年春期に，４つがいのエトピリカの営巣が確認された．しかし，１９８５

年の繁殖期中に３つがいとなり，1987年，1988年にはそれぞれ２つがい，１つがいと減少して

いった．1992年にはつがいが確認されず，１羽が７月まで巣穴Ａに出入りするのが観察され

ただけであり，以後ピリカ岩で繁殖するエトピリカはまったくみられなくなった（表１)．ピ

リカ岩には，1985年当時にエトピリカが使用中の巣と古巣と思われるものが合わせて13か

所みられた．地元の漁業者によると，エトピリカは，1960年代半ばにはここに多数（10数

つがい以上）生息しており，1974～1979年には少なくとも８つがいが生息していた（中田

千佳夫私信)．これらのことから，ピリカ岩のエトピリカ繁殖つがい数は，少なくともこの

30年間ほどで減少し，ついに消滅したと考えられる．

小島においては，1984年の上陸調査では，繁殖中と思われる３つがいのエトピリカが確認

された．それ以降のアゼチ岬からの観察によると，小島で繁殖するエトピリカは，1987年に

は２つがいになり，1990年から1995年には１つがいの繁殖が確認されただけだった．１９９６

年に繁殖に入っていた１つがいも，繁殖期途中の７月３日以降１羽の姿が認められなくなった．

もう１羽の姿は，同年８月９日までは確認したが，それ以降は悪天候のため動向は不明とな

った．1997年は５月１１日から１つがいが繁殖していたが，７月の繁殖期途中でも２羽そろっ

て観察されることが多くなり，繁殖は失敗したと考えられた．1955年から1960年の夏期，
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Table１．BreedingstatusofTuftedPuffinpairsateachnestinthePirika-Iwa(PirikaRock）
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3.エトピリカの飛来時期

エトピリカは，秋から春にかけては，繁殖地と同緯度付近の沖合域に生息し，沿岸域には

ほとんど現れないと考えられている（Wehlel980)．当地でも，1987年１月浜中町湯沸岬沖

で，1991年１月に同藻散布港内で，それぞれ１羽の冬羽のエトピリカが確認されたほかは，

秋から春には沿岸域で観察されたことはない．４月中旬から小島周辺海域で継続して観察を

行なったところ，エトピリカの飛来が確認できたのはいずれも４月下旬以降だった．1995年

は４月２８日に１羽，５月６日に２羽になり，５月８日に３羽になって，５月１３日には４羽とな

った．1996年は４月２６日に１羽，４月３０日に２羽になり，５月８日に３羽になって，５月１２

日に４羽となった．このように，１羽の初認にはじまり，日が経つごとに確認される個体数

が増える傾向があった．

小島に居住していた漁業者によると，当時は，現在の営巣場所以外でもエトピリカが生息し

ており，少なくとも３０つがいが生息していた（川村康造私信；図３)．1974年から1979年

にかけての小島の上陸調査では．少なくとも３つがいのエトピリカがみられたが，目視可能

な範囲内では古巣と思われるものはなかった（中田千佳夫私信)．これらのことから，小島

でも1960年頃までは比較的大きなエトピリカの集団繁殖地が存在し，1960年代以降に減少

したと考えられる．

薄OnlyasingleTuftedPuffinvisitedthesiteandwasobserveduntilJuly・
AbbrwiationsinthetableareasfOllows；

，.Ｈ､:ThebreedingpairdisappearedhalfWaythroughtheseason・
Ｎｏ．:NoTuftedPuffinindividualwasobserved(probablyhadnotcomeflying）

4.巣穴近くの行動水域（遊泳水面）

小島に飛来したエトピリカは，エトピリカが求愛行動や水浴び羽繕い，自らのための採食

などを行なう沿岸の海域，すなわち遊泳水面は，全てのつがいにほぼ共通だった．1996年

に，アゼチの岬の観察点から視認できる範囲（おおむね半径２kｍ以内）で，海域を短冊状

に分けて，各海域の海上に遊泳した頻度を調べたところ，小島南東を中心とする海域に多く
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Fig.５．Thestudyareawasdividedintotransectsto

quantifythefrequencyofTuftedPuffinssurfacing
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5.産卵とヒナのふ化日の推定

ふ化の直接の観察ができなかったため，巣穴へ食物を運びはじめた初日をふ化日と仮定し

た．食物運搬の観察初日４例（1986年は丹治1986による）のうち，１例が７月４日で，３例

が７月１６日と１７日であり，ふ化は７月上旬から中旬にかけてであると推定された．

抱卵期間は，ウガイアシャック島やバルダー島など，アリューシャン列島周辺の観察では，

３８日から５５日の範囲で，平均して４５日から４７日位と推定されており，変動の要因は，親

鳥が摂食などのために抱卵を中断する時間の差などであると推定されている（Wehlel980)．

また，サンフランシスコ沖のファラロン島では平均約４４日と推定されている（Ainleyeraﾉ．

1990)．当観察地は太平洋西部の繁殖南限に近いことから，太平洋東部の南限のファラロン

島と同じ４４日間の抱卵期間と仮定すると，ここでの推定産卵日は，１例が５月２３日で，３例

が６月５日と６日であり，ウガイヤシャック島やバルダー島の抱卵期間を考慮しても，霧多布

では，産卵は５月下旬から６月上旬に行なわれると推定された（表３)．

RefertoFig5fOrareanames
Thedataareonthebasisofobservationsinl996(totalnumber306,totaltime214hours）

見られる傾向があった（図５，表２)．また，ゴメ島以東と小島以西で観察されたことはなか

った．エトピリカが遊泳水面で潜水後，食物をくわえて水面に上がってきてから食べたのは

一度のみ観察されただけで，沖合から帰ったときも合わせて，食物をくわえた姿がみられた

のは，育雛期に巣に入る時だけだった．

Frequencv(％



6.育雛期の採食場所と食物運び

1984年の観察によると，ピリカ岩の繁殖個体は，いずれも沖合から食物をくわえて飛んで

きて巣穴に入り，視認できる限りの沿岸域から食物を運ぶことは観察されなかった．巣穴Ａ

の個体が食物をくわえて巣穴にはいる（給餌）回数は，食物の運搬初日から１０日間は１日

に１回か２回であり（2.0±1.0(SD)回,Ⅳ＝6)，その後約３０日は１日に３回から６回（5.5±

3.0回,Ｎ＝12）であり，８月中旬には15回の日もあった．ひなの巣立ち直前と思われる運

び終わりの２日間は各１回ずつの給餌だった（図６)．給餌は早朝から午前中に行なうことが

多く，日中は頻度が下がり，夕方やや上がった（図７)．バルダー島のエトピリカの給餌でも

同様の傾向が報告されている（Wehlel983)．食物をくわえて飛んできたところを写真撮影

できたもの（２７例）については，くわえてきた食物は，すべてが魚類のイカナゴ属

A加加0の舵sspp.だった．

小島の繁殖個体は，沖合ばかりでなく，遊泳水面で給餌用に採食したところも観察され

た．1995年で給餌回数の多かった８月４日と２２日には，両日合計４時間30分の観察時間中

に，３０分に１回の割合で給餌するのが観察された．両日には，魚類のほかにオオバンヒザラ

ガイｏ３ｌｐ〃cjz加加s彪叱流と思われるものも採食していた．沖合との行き帰に一定の方向性はな

く，根室方面（東方）から厚岸方面（西方）までの多方向に観察された．このことから沖合

の採餌水面が広範囲であることが推定された．

Table３．BreedingschedulesofTuftedPuffinsinKiritappu,Hamanaka-Tyo(HamanakaTown）
Hachingdate:thefi応tdayoffooddelivery，Departuredate:thelastdaythatthepa唾ntswerPobserved．

7.ヒナの巣立ち日と親鳥の最終確認日

今回の観察では，ひなの巣立ちは観察されなかった．ひなの巣立ちは夜間か早朝に行なわ

EstimatedHatchingThelastdayofEstimated
fOoddeljverynedgingda舵DeParturedatelayingdate date
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れることが報告されており（Wehlel980)，当地でも観察不能な時間に巣立ちがあったと推

定される．ふ化から巣立ちまでは，1976年のウガイアシャック島では４０日から48日の範囲

で平均44.8日，1977年の同所では４１日から42日の範囲で平均41.8日だったと報告されてい

る（Wehlel980)．これらのことから，ふ化からヒナの巣立ちまでの育雛期間を４１日から４５

日と仮定すると，今回の観察等より推定されたふ化日を考慮し，当地のヒナの巣立ち日は８

月１２日から２９日のあいだと推定され，各年で観察された給餌最終日と同日から６日後に相

当した（表３)．親鳥の最終確認日は，いずれもヒナの推定巣立ち日の５日から１２日後だっ

た．ウガイアシャック島のエトピリカでも，親鳥はヒナの巣立ち後何日か繁殖地に留まって

から去ることが報告されている（Wehlel980)．

8.繁殖成功率

繁殖途中で親鳥の羅網および死亡があったと考えられる例を除いた14例のうち，８月中旬

まで給餌が行なわれて繁殖が成功したと思われるのは13例だった．このことから，今回観察

した一連の繁殖鳥の繁殖成功率は90％を超えた．これは，ウガイアシャック島での約90％

(Wehlel983）と同程度で，カナダのブリティッシュコロンビア州トライアングル島の約76％

(VeImeer＆Cunenl979）より高かった．

9.非繁殖つがいの飛来と行動等の特性

小島においては，1994年以降，繁殖鳥と異なる行動を示す個体の飛来が確認された．これ

らのうち，1997年６月25日に観察された１個体は飾り羽がなく，幼鳥と考えられたが，そ

れ以外はいずれも成鳥の形態的総を示した(Tもnaka&Qgi調86)．ＪＪｉ
これらは，６月以降も２羽が揃って遊泳水面で採餌し，沖合に飛んで行ったり旋回飛行を

行なった．また，旋回飛行する際は長時間であり，最長30分間連続して飛び回った．その

際，ほかの個体が水面から飛立ったり島から出てきて一緒に飛びまわることもしばしばあっ

た．食物をくわえて飛んでいる姿は一度も観察されなかった．また，日中遊泳水面に浮いて

いる時には，１分程度頭を後方に倒しては起こしてまた倒すことを何度もくり返し，頭を倒

す時間が連続50分におよぶこともあった．これらの行動は，同時に観察された繁殖中の個

体のものと明らかに異なっていたことから，非繁殖鳥であると推定された．

こういった行動を示すエトピリカは，1994年では，６月１６日に４個体観察され，８月上旬

まで小島周辺海域に生息した．1995年では，５月８日および５月１３日に１個体観察され，６

月２日にはさらに２個体，８月上旬にもさらに２個体増加し，８月中旬まで小島周辺海域に

生息した．1997年では，５月３０日に２個体観察され，６月２３日から７月９日までは，８個体

から１０個体が小島周辺海域に生息した．1997年に観察された個体には，交尾を行なうもの

があった．1998年では，４月３０日に１個体が確認され，６月から７月にかけては最多で７個体

が観察され，そのうちの１個体は８月１７日まで観察された．また，1998年に観察された個

体にも，５月から６月にかけては交尾を行なうものがあった．ウガイアシャック島の繁殖地

でもエトピリカ非繁殖鳥が観察され，繁殖をはじめる１シーズン以上前につがいで飛来し，



９

繁殖鳥が巣穴に出入りする時期よりも遅くに巣穴を掘って，後年その巣穴を繁殖に利用した

と報告されている（Wehlel980)．これは，若いつがいが繁殖年以前に繁殖地に飛来して巣

穴の準備をすることを示唆する．このことから，小島に非繁殖つがいが飛来したとすると，

後年の当地での繁殖つがいになる可能性が高いとも考えられた．

10.ほかの種との関係

小島に飛来したエトピリカは，同所で繁殖するケイマフリにはほとんど関心を示さない様

子だったが，同海域で採食するウトウの群のそばに着水し，追い払うこともあった．沖合に

飛んで行く時には，ウトウの群に入ることもあった．ハヤブサ”ﾉcOpe7Eg流"猫がウミスズ

メ類を襲うことはしばしば観察されたが，小島周辺でエトピリカを襲ったのは観察されなか

った．オジロワシHbjjtzge“αﾉ6jc"kzがオオセグロカモメを襲う様子もみられたが，エトピ

リカを襲ったのは観察されなかった．オオセグロカモメは多数生息しており，ピリカ岩の巣

穴の前にいる時は．エトピリカが戻ってきたときに周辺を旋回する回数が増加し、あるいは

エトピリカが通常より勢いをつけて巣穴に飛び込んだ．また，エトピリカがくわえてきた食

物をオオセグロカモメが取り上げることもあり，エトピリカの行動に様々の影響を与えてい

たと考えられる．これらのことから，北海道東部周辺では近年オオセグロカモメ個体数が増

加傾向にあることも含め（中村ほか1996)，オオセグロカモメはエトピリカの繁殖にとって

最も問題になる種と考えられた．

11.人との関係

海鳥類は漁網により混獲される危険が非常に大きい．エトピリカもまた，沖合域で操業さ

れる流し網，特に比較的陸地近くが漁場のさけます流し網漁業により大量に混獲されていた

と報告されている（藤田・樋口1991)．さけます流し網漁業の操業期間は春から夏までで，

エトピリカ幼鳥個体や繁殖地への飛来途上の個体，繁殖期に入って沖合で採餌中の個体もそ

の犠牲になりうる．現実に，1996年６月に霧多布沖および落石沖で，離岸10～30kｍに投

網した小型さけます流し網に，それぞれ１羽ずつの２歳の幼鳥（Tanaka＆Ogil986）が羅網

して死亡した．また同時期に霧多布沖で成鳥１羽がやはりさけます流し網に羅網した（この

個体は生きていて活力があったのでアゼチ岬で放鳥された)．過去に，世界の主要国の200海

里経済水域宣言により，漁獲努力量が公海と日本水域で増加したことがあり，その影響は一

時深刻化したと推定される．しかし，ロシア共和国やアメリカ合州国を中心とするサケ・マ

ス沖捕り禁止の情勢，公海流し網漁業禁止法の日本の批准，そして，サケ・マス価格相場の

暴落により，日本の200海里内操業船を含めたさけます流し網漁業全般の漁獲努力量は，特

に1990年代初頭から減少傾向にある（北海道水産部発行北海道水産現勢1991～1995)．し

たがって，流し網によるエトピリカの混穫は減少してきているものと考えられる．霧多布周

辺で，1990年代初頭にかけてエトピリカ個体数は減少する一方だったのが，1994年以降，非

繁殖鳥と思われる個体の姿がみられるようになってきたのは，沖合で混穫され，死亡する率

が下ったためであるとも考えられる．
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今回の観察を始めてから，飛来しなくなったエトピリカ個体は９個体だった．自然死亡の

可能性もあるが，霧多布沿岸の底刺し網による混獲のため死亡した個体が３個体あった．エ

トピリカは遊泳水面でも潜水して採食するため，沿岸域の底刺し網の影響も重大であると推

定される．調査中も，多数の漁具の付設を示すボンデンが海上に見られたが，霧多布周辺海

域の底刺し網（漁業区分では共同漁業権のその他の刺し網漁業が多い）の着業数は減少して

きている（北海道釧路支庁発行釧路の水産1993～1997)．小島周辺のエトピリカ遊泳水面

では，以前からかにかご漁業やつぶかご漁業が主体で底刺し網の付設が少なかったため，現

在まで極めて少数ながらエトピリカが生息できていたとも考えられる．また，小島周辺はコ

ンブの好漁場になっており，７月中旬以降の早朝に多数の採そう漁船が出漁した．エトピリ

カは，採そう漁船が一斉に出漁して航行する際，さかんに頭部をまわして警戒する様子を示

したが，漁船が止まって操業している間は平常時と同様の行動に戻った．しかし，常時動き

回る遊漁船に対しては，終始警戒する様子を見せた．

12.保護方策への提言

エトピリカは漁業に従事する浜中町民には，身近な目立つ存在であり，浜中町の「町の

鳥」として指定されている．しかし浜中町での調査や保識は全く行なわれていなかった。今

回の一連の観察により，エトピリカの生態が解明されつつあり，観察開始以来，初めて1994

年に非繁殖鳥の飛来が推定されたのを受け，次のような保護対策を考えた．これらは浜中町

等に提示され，一部は実行されている．

1.小島には船の接岸できる砂浜があり，時に小島に上陸する人がいるため，地主の承諾を得

たうえで，浜中町により立ち入り禁止措置がとられた．また漁業目的以外の船舶が小島周

辺の海域に入らないよう．町の広報誌により呼び掛けが行なわれたが，観光客を乗せた船

がエトピリカに接近するのが見られ，再度の広報が行なわれている．

2.非繁殖鳥の定着促進を目的に，1995年20基，1996年５基のエトピリカのデコイを小島の

東側先端部に設置した．しかし，小島に定着するエトピリカの増加にはっきりとした効果

があったかどうかは現時点では判断できない．

3.小島とケンボッキ島のあいだの遊泳水面の近くに，底刺し網が付設されることがある．そ

こで，魚網による混獲を防ぐため，遊泳水面を含む小島，ケンボッキ島，ゴメ島の間をエ

トピリカの生息時期である４月下旬から９月上旬まで網を付設しないよう，浜中漁業協同

組合に協力を依頼している．外国の例のように海鳥繁殖地の島周辺の数10kｍに船舶を入

れない保護区を設けることができれば，魚網による混獲や人による撹乱が防げるが，日本

では，あらゆる海域で漁業が行われている現状から，このように厳格な方策は早急に保護

を考えるにあたり現実的ではない．エトピリカの行動で明瞭になった，小島周辺の遊泳水

面は限られた海域であり，周辺部を含む海域を，少なくとも４月下旬から９月上旬にかけ

て，網が付設されず立ち入りも規制される保護区（図８）にすることが最低限必要である

と考えられる．

北海道東部地方で絶滅の危機にあるエトピリカは，千島列島には多数生息している．しか
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Fig.８．ProposedareaofconditionalpmhibitionofentmnceandfishingfbrpneservationoftheTufted
Puffins、Thehatchedareaindicatethedesirablearea，Basedonourresultsontheobserved

frequencyofTUftedPu伍nsonthesurface,puffinswouldbefiPeefromhumandisturbanceandsafe

fromgillnetｂｙ迄catchwithinthisarea．

し，エトピリカが一度減少や絶滅した北海道の各地で，明瞭な繁殖数の増加や再繁殖の報告

はない．これは近接する地域に集団繁殖地があっても，そこからの移入がほとんどないため

と推定される．このため，積極的な増殖策についても検討する必要がある．アメリカ合州国

のイースタンエッグ岩では，絶滅したニシツノメドリＦｼ､移流"kzα〃"Ｃａのヒナをほかの繁殖

地から人為的に移動させたところ，数年後，繁殖地として復活した（Kress＆Nettleship

l988)．近縁種であるニシツノメドリと同様，エトピリカでも，ヒナが巣立ち後，親から世

話を受けない生態をもっているため（Wehlel980)，同様の方法で人工増殖も可能であると

考えられる．

イースタンエッグ岩にニシツノメドリ移植する際に，デコイの設置とともに，ここで繁殖

する天敵である大形カモメ類の駆除（毒殺と巣の破壊）が行なわれ，それがニシツノメドリ

の集団繁殖地復活成功の要因となった．1997年５月根室市ハボマイモシリ島で．コシジロウ

ミツバメの営巣地を守るため，オオセグロカモメの営巣妨害を目的に５×５ｍの網を地表上

に張る実験が行なわれている（近藤窓久私信)．小島では600番以上が繁殖しており，今後

のエトピリカの保護増殖に際して，オオセグロカモメによる影響を低減させる方法も検討す

るべきである．
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要約

日本で絶滅の危機にあるエトピリカについて，国内では唯一陸上からの定常観察が可能な浜中町

霧多布周辺の繁殖地で，生態と生息数変動の調査を行なった．

1984年からの調査により，エトピリカの繁殖に適した地形的条件のピリカ岩（通称）と小島で繁

殖が確認されたが．両地のエトピリカの繁殖数は減少し続けた．1992年以降はピリカ岩でのエトピ

リカの繁殖が確認されなくなり，1996年途中に小島での繁殖も確認されなくなった．この原因とし

て大きなものに，沖合および沿岸に敷設された魚網による混獲による死亡が推定された．さらにエ

トピリカは，毎年決まった繁殖地で繁殖するうえ，特定の巣穴を毎年利用する性質があると推定さ

れ．他繁殖地からの成鳥の移入繁殖の機会がほとんどないことも原因と考えられた．ただし，１９９４

年から，非繁殖鳥と思われる個体が小島周辺で確認されるようになり，新たに繁殖群へ加入し得る

可能性もあった．

エトピリカが繁殖のために霧多布周辺に来遊する時期は，４月下旬から５月上旬であり，産卵期

は５月下旬から６月上旬，育雛期は７月上旬から８月下旬にかけてと推定され，雛の巣立ち後しば

らくして親鳥も繁殖地を離れた．当地での繁殖成功率は約90％と比較的高かった．

繁殖期のエトピリカは，沖合域で採餌するほかに，巣材取り，自らのための採食，水浴び羽づく

ろいなどを行なう，巣穴から比較的近い海面（遊泳水面）を持っていた．小島周辺のエトピリカは，

沿岸域では小島の南東の限られた範囲に遊泳水面を持っていた。

ヒナヘの給餌は．朝と夕方に頻度が高くなり．育雛期の後期にかけて回数が増加した後．終期に

は減少した．給餌した食物として，魚類のイカナゴ属Ａ加加0”esspp・が確認された．

今回の調査・観察結果をもとに，デコイの設置のほか，エトピリカ繁殖期の繁殖地周辺への立ち

入りと漁具の敷設規制，オオセグロカモメ血“域is加s“usなど競合種の管理のほか，ニシツノメド

リＦ池陀”kzα”たαで成功例のある，大繁殖地からのヒナの移植による積極的な増殖方策などについ

て提案した．
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ThechangesinthenumberofbreedingpairsofTilftedPufnns,Ｌ”血ｃ"ﾌﾙα”,around

Kiritappu,Hokkaido

YosihiroK2垣okal＆MasamiMiz1mo2

1・NationalWildliieProtectionArEaRanger・Tbuhutsul57,Hamanaka七ho,Akkesi-gun,HokkaidoO881522，

Japan

2.3-2Kita2,Nisi8jo,Obihiro､si,HokkaidoO800038,Japan

′InftedPUf6ns,Ｌ”血Ｃｆ城α”,arEanendangeredspeciesinJapan,Theyｗｅ1℃observedand

surveyedaroundKiritappu,eastemHokkaidofroml985tol997・Thisistheonlybreedingsite

ofthisspeciesinJapanthatallowsregularobservationsfromtheland､Thebreedingof'nlfted

PUfmshadbeenascertainedonPirika-Iwa(PirikaRock)ａｎｄＫＱｊｉｍａ(KOjimalsleO,butthe

numberofbreedingpuffInshaddecreaseddrastically,ａｎｄｔｈｅｙｃｅａｓｅｄｔｏｂｒｅｅｄｉｎｌ９９２ｉｎ

ＰｉrikaFIwaandinmid-1996inKOjima・Itwassuspectedthatby造catchesanddeathsbyfisherygill

netssetbothinshoreandoffshorewerethemalorcausesoftheirpopulationdecline・

R1rthermore,becauseeachpairofTUftedPUffinsuseaspecincburrow,rEcmitmentofadult

puf6nshromotherbreedingsitesisthoughttobeunlikely､Severalnon-breedingpairs,however，

havebeenobservedaroundKOjimasincel994,anditispossiblethattheywillrestartthe

breedinggroupinKOjima．

'nlftedPuffinsstartedtovisittheirbreedingsitesbetweenlateAprilandearlyMay、nleir

egglayingperiodwasestimatedtobebetweenlateMayandearlyJune,theperiodofchick

feedingwasestimatedtobefromearlyJulytolateAugust・Theparentsleftthebreedingsitesat

Kiritappu,severaldaysafterthefledgingofchicks．′nlerateofbreedingsuccessaround

Kiritappuwasapproximately90%．

Inthebreedingseason,'IUftedPUfmsfOraged,bathe。(splashing),preened,andshowed
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courtshipbehaviors,ininshorewaterareasnearthebrもedingsites,ａｓwellasinfbragingareas

offShore・Theareasoffrequentusewereconcentratedtothesoutheastoftheisland・

T11efrequenciesoffboddeliveriestochicksincrEasedinthemomingandevening,and

increasedasthebreedingseasonsprogressed,buteventuallydecreasedlateintheseasons・

Sandlances,Ａ加沈o4ytgsspp・wereidentifiedbyphotographicanalysisoffOoddeliveriesas

majoribodfbrchicks・

ProposalfOrpreservationandproliferationofTnftedPuffinsbasedontheresultsofthis

studyincludes：

1.SettingofdecoysonKOjima

2・Conditionalpmhibitionoftheuseoftheenmnceandofthensheriesamundthebreedingsites

inthebreedingseason

3.ControlofSlatyちbackedGulls,必祁scIzぶisagzUs,whichhavebeenincreasing正cenUyandare

suspectedtodisturb'InftedPuf5ns，breeding

4.Re-introductionofThlftedPuffinchickstomothermajorbreedingsitestoreestablishthe

colonyonKiritappu,fOllowingacasestudyofAtlanticHomedPUfnn,Ｆ》てz舵”"ﾉαα〃"“,ａｔ
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